
2014 年度（平成 26 年度） 

 

 

重 点 政 策 
【実績まとめ】 

 
 

   

  

福 山 市 

福山市は 2016 年（平成 28 年）7月 1日に市制施行 100 周年を迎えます 
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柱立て：子育て支援の充実   

こどもの発達支援の充実（決算額：２３，９３２千円） 
担当課： 保健福祉局児童部保育課 保健部健康推進課 

こども発達支援センター 
教育委員会学校教育部指導課 

期 間 2014 度（平成 26 年度）～   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

（１）ふくやま子育て応援センター（キッズコム）での取組 

・「ことばの相談室」の拠点を設置しました。 

・育児総合相談（育児・発達・栄養相談）や 3歳児健康診査の未受

診者を対象とした幼児発達相談を実施しました。（育児総合相談

7回 幼児発達相談 1 回） 

・市立大学等と連携した研修を実施しました。（担当者研修 6 回  

関係者全体研修 2 回） 

（２）こども発達支援センターにおける取組 

 ・専門医による医療を実施し，保育所・幼稚園・療育機関・保健師・

教育機関・医療機関等と連携を図りました。 

【成果】 

○困難事例のケース会議を行うなど，市内 8か所の「ことばの相談

室」への支援を行いました。 

○相談支援体制の充実により，育児や発達に関する相談が増えると

ともに，早期発見・早期対応につながっています。（育児総合相

談 41 件 幼児発達相談 8 組） 

○市立大学等と連携した研修により，子育て支援・発達障がい児支

援に携わる者（保育士など）のスキルアップにつながっています。

 ○こども発達支援センター延利用人数 3,727 人 

【障がい児保育・ 
特別支援教育研修会】 

【グループ指導】 

エフピコＲｉＭ 

ふくやま子育て 

応援センター 

幼児健康診査の充実 

こども発達支援センター 

人材育成 

ことばの相談室の

充実 

育児相談の充実 

専門の相談・医療（診察・検査・訓練） 



20 

柱立て：障がい者・高齢者福祉の充実   

障がい者・高齢者の相談支援体制の充実（決算額：８７，３６６千円） 
（成年後見制度の利用支援など） 

担当課： 保健福祉局福祉部障がい福祉課 
長寿社会応援部高齢者支援課 

期 間 2013 年度（平成 25 年度）～ 数 値 目 標 市民後見人の養成人数 30 人 

  
数 値 実 績
（２０１５年３月末）

市民後見人の養成人数 17 人 

                                            

 
 
 
 
 
                                      
 
 
 

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

（１）障がい者相談支援体制の強化 

基幹相談支援センターにおける障がいのある人への相談支援

体制を充実するとともに，障がい者虐待防止センターによる虐待の

早期発見・早期対応に取り組みました。 

（２）成年後見制度の利用支援 

認知症高齢者や障がいのある人などで十分な判断ができない人

が容易に成年後見制度を利用できるよう，制度の利用に関する相談

支援や普及啓発を行いました。また，制度の新たな担い手となる市

民後見人の養成に取り組みました。 

【成果】 

○相談支援体制の充実により，虐待の早期発見・早期対応につな

がっています。 

 （基幹相談支援センターの利用状況） 

  ・総合相談・専門相談       5,928 件 

  ・障がい者虐待の相談・通報      37 件 

○成年後見制度を周知・啓発することで，センターの利用につな

がりました。 

（権利擁護支援センターの利用状況） 

  ・成年後見制度などに関する相談   157 件 
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【市民後見人養成講座】 



21 

柱立て：社会参加に向けた自立支援   

生活保護受給者の自立支援（決算額：１７，５１４千円） 担当課： 保健福祉局福祉部生活福祉課 

期 間 2012 年度（平成 24 年度）～ 数 値 目 標 
自立支援プログラムの選定件数※ 300 件 
（※働く能力がある生活保護受給者への個別就労支援実施件数） 

  
数 値 実 績 
（２０１５年３月末） 

自立支援プログラムの選定件数 290 件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

〇就労支援事業 

生活保護受給者で就労可能な人に対し，細やかな支援を行うた

め，就労相談専門員を配置するとともに，ハローワークや他の支援

機関と連携し，職業紹介や就職活動の支援等に取り組みました。 

〇子どもの健全育成支援事業 

家庭・教育支援員，家庭訪問員を配置し，高校進学への支援や不

登校等の改善支援を行いました。また，「子どもの居場所」を開設

し，進路・生活相談や学習支援等にも取り組みました。 

【成果】 

〇就労支援事業 

生活習慣の改善指導やコミュニケーション力の向上などの支援

を行うことにより，就労開始へつなげることができました。 

〇子どもの健全育成支援事業 

支援員などによる家庭支援や「子どもの居場所」参加の取組 

によって，高校進学率の向上や不登校改善につながっています。 

・「子どもの居場所」開催回数 54 回  参加人数 延べ 672 人 

【「子どもの居場所」での支援の様子】 

【生活保護受給者等就労自立促進事業】 

【福山市就労支援事業】 
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柱立て：消防・救急体制の充実   

消防・救急体制の整備（決算額：６２６，９８５千円） 担当課： 消防局総務部総務課 

期 間 2005 年度（平成 17 年度）～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

（１）南消防署鞆出張所の改築 

   建設工事を行いました。 

・事業期間 2012 年度（平成 24 年度）～2014 年度（平成 26 年度） 

  ・建物概要 鉄筋コンクリート造 5 階建 

  ・延べ面積 1,451.13 ㎡ 

（２）消防救急デジタル無線設備整備 

   消防救急デジタル無線（260MHz 帯）設備（活動波）の整備を行いました。 

 

 

【成果】 

○鞆地区を中心とした市南部を管轄する防災拠点として，南消防署鞆出張所が完

成し，2014 年（平成 26 年）10 月 10 日から業務を開始しました。 

○2016 年（平成 28 年）5月末の消防救急デジタル無線移行に向け，計画どおり事

業を実施しました。 

 

 

【南消防署鞆出張所】 

【消防救急デジタル無線イメージ図】 



24 

柱立て：災害に強いまちづくり   

水道施設の耐震化（決算額：５０４，５３７千円） 
担当課： 上下水道局施設部施設整備課 

期 間 2007 年度（平成 19 年度）～ 

 

                                            
 
 
 
 
 

 
 
 

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

 地震などの災害に強い安定した水道の給水体制を確立するため，

水道施設の耐震化や耐震補強を行いました。 

 

（１）取水施設の耐震補強 

中津原浄水場の取水施設（取水路※）の耐震補強工事を行いまし

た。 

・延長 150ｍ（開水路 120ｍ，暗渠 30ｍ） 
 
 

（２）水質管理センター棟の改築 

2015 年度（平成 27 年度）の完成に向け，老朽化した中津原浄

水場の水質管理センター棟の改築工事を行いました。 

・鉄筋コンクリート造 5 階建（延床面積約 2,700 ㎡） 

【成果】 

○災害に強い施設の整備を行うことにより，水道機能の停止の抑制

につながっています。                    

【取水施設の耐震補強】 

【水質管理センター棟（施工中）】

※取水路・・・河川から取水する水路  
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柱立て：災害に強いまちづくり   

下水道施設の耐震化（決算額：１４１，６４８千円） 
担当課： 上下水道局工務部下水道施設課 

期 間 2014 年度（平成 26 年度）～2018 年度（平成 30 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

 

 

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

下水道総合地震対策計画に基づき，防災拠点(市役所本庁舎)

や広域避難場所（東桜町緑地，福山城公園，中央公園）から流

域下水道幹線までの下水道施設の耐震化を進めました。 

 

○下水道管渠の耐震化 

管渠の接続部の離脱やマンホールからの抜け出しを防止する

工事等を行いました。 

延長 269.7ｍ 

 

 

【成果】 

○下水道総合地震対策計画に基づく整備を行うことにより，地震

による下水道機能の停止の抑制につながっています。 

 

 

グラフ 

（数値実績） 

【写真の説明】 

【グラフの説明】 

材料厚:12.5～21.5 ㎜程度 

(硬質塩化ビニル樹脂) 

【下水道管渠耐震化工事完成】 

【下水道管渠耐震化工事イメージ】  

 (既設管渠の中に，地震に強い管を新たに造る)  
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柱立て：安心・安全な給水の確保   

出原浄水場の更新（決算額：1，０６１，６０７千円） 
担当課： 上下水道局施設部施設整備課 

期 間 2010 年度（平成 22 年度）～2015 年度（平成 27 年度） 

 

 
 

 

 

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

  計装設備の設置を始め，2013 年度（平成 25 年度）に着手し

た電気設備の設置，導水管の布設や布設替，取水ポンプの取替

を行いました。 
 

（１）計装設備の設置 

浄水場の運転を管理するための計装設備の設置を行いまし

た。 

（２）電気設備の設置 

場内施設を動かすための電気設備の設置を行いました。 

（３）導水管の布設及び布設替 

導水管※1（口径 200 ㎜～500 ㎜）の布設や布設替を行いま

した。 
（４）取水ポンプの取替 

取水ポンプ（2.33 ㎥/分 揚程※2 22ｍ 出力 18.5kW）14 台の

取替を行いました。 

【完成予想図】 

【導水管の布設状況】 

※1 導水管・・・河川・井戸から取水した水を浄水場内へ導く管

※2 揚 程・・・ポンプの水をあげる高さ 



27 

柱立て：市民の安全対策   

防犯環境の整備（決算額：４５，５３６千円） 
 

担当課： 企画総務局総務部総務課 市民局市民部生活安全推進課  
まちづくり推進部生涯学習課 教育委員会文化スポーツ

振興部社会教育・スポーツ振興課 文化課 

期 間 2014 年度（平成 26 年度）～2016 年度（平成 28 年度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                      

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

○地域や公共施設等への防犯カメラの設置 

自治会や事業者による防犯カメラの設置を支援するととも

に，駅周辺等の公共空間や公共施設に防犯カメラを設置しま

した。 

＜設置台数＞ 

・自治会や事業者による設置 35 台 

・公共空間への設置     30 台 

・公共施設への設置     36 台 

 

【成果】 

○地域や公共施設に防犯カメラを設置することで，犯罪の発生を

抑止するなど，住民の安心・安全の確保につながっています。

                              

 

 

 

【公共空間】 

【緑町公園屋内競技場（ローズアリーナ）】 【生涯学習プラザ 
（まなびの館ローズコム）】 
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柱立て：市民の安全対策   
歩道・自転車走行空間の整備（決算額：３０２，６５１千円） 

（うち，再掲分 １２１，１７６千円） 
担当課： 建設局土木部道路整備課 

 

期 間 2002 年度（平成 14 年度）～2020 年度（平成 32 年度）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                                      

【２０１４年度（平成２６年度）に取り組んだこと】 

（１）歩道のバリアフリー化 

高齢者や障がいのある人などが移動の際に身体の負担が軽減されるよう，移動

の利便性や安全性を高めるために，歩道のバリアフリー化に取り組みました。 

・福山駅周辺地区（草戸松浜幹線）整備延長 L=200ｍ 

・東福山地区（東福山駅前幹線外 1路線）整備延長 L=350ｍ 

（２）自転車走行空間の整備（※再掲） 

自転車と歩行者の双方が安全に安心して道路を利用できるように，自転車走行

空間の整備に取り組みました。 

・福山駅南手城幹線 整備延長 L=450ｍ 

・千田一文字幹線 整備延長 L=650ｍ 

【成果】 

○歩行者と自転車の利便性・安全性の向上につながっています。        

【歩道の整備（バリアフリー化）】 

【自転車走行空間の整備】 


